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歩該つづけ730幸一鎮魂と感謝、協助へ

小金井地区肝友会結成30周年－私たちは、このエポックをどのように

受け止めればよいのだろうか。「めでたいお祝い？」、とてもそんな気分には

なれません。30年もの歩みを支えてきた幾多の先達の労苦に感謝する気持

ちは大きいものがありますが、それは祝賀気分ではありません。

静かに目を閉じるとき、まぶたに浮かんでくるのは、果てしなくつづく葬

列の光景です。ひとり、またひとりと、後を追うように旅立っていった数知

れない病友たち…。

肝機能のデータを時系列にたんねんに記録し、フェリチン値（血清中の鉄

成分）に気をつけようと力説していたAさん、最初の肝がん手術のあと、あっ

けなく亡くなってしまわれた。生気を失った顔色のひとみの奥に、末期への

恐れを見たのは私だけだったでしょうか。

市民祭りには欠かさずに参力□し、人前では少女のように明るくはしゃいで

いたBさん、3分間数百万円はかかるという放射線治療を受けながら、そ

れを最後に逝ってしまわれた。彼女もひとりの夜、さみしさに泣き明かした

こともあったのではないだろうか。自分の最期を自覚し、仲間の女性たちと

温泉へ思い出旅行にでかけ、そのあと静かに死を迎えられた⊂さん。

インターフェロン治療で一旦はウイルスゼロとなりながら、その後数回

もの肝がんを発症し、もはや治療できないと言われながら、免疫療法や他

の様々な療法に挑戦していたDさん。カラオケではいつも十八番の「帰り船」

を熱唱しておられた。「よっ、バタやん！」、粋な「昭和の男」で通された。

私たちは無念の最期を強いられた数知れない病友たちにどれほどのこと

をなしえたのだろうか。顧みるとき、自分たちの非力さに打ちひしがれる思

いがつのります。その悔しさを鎮魂の祈りに代えて、あらためてこの30

周年記念を追悼の場として捧げさせていただきます。

そしてまた、私たち素人の患者集団が肝炎問題に取り組むにあたって、

基本の「き」から教え導いてくださった専門医の先生方や先輩の皆さんへ、

心からなる感謝の気持ちを捧げます。

昨今、抗ウイルス新薬の登場によって、治癒にいたる患者が増える一方、

その機会を失って重症化をたどる高齢患者も増え続けるという、二極化の

様相が鮮明になってきています。私たちは、この30周年記念の年に当たり、

ひたすら高齢重症患者に寄り添っていく決意を新たにしたいと願っています。

＊表紙写真「玉川上水・風の散歩道」は、サイト名「みたかナビ」様の

ご好意により、提供を受けたものです。
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く「謝恩懇親会」開会冒頭のオープニング企画より〉

疾　いま革まり来て

疾　いま革ま　り来て
わが額に死の気配あ　り

いざさ　らばわが業のま、
いづ　く　に　もふた、び生れん

宮澤賢治　作

＊背景音楽は、P．カザルス作・演奏「鳥の歌」（1961

年、ホワイトハウス・コンサート版より）
＊「オープニング」企画の具体化にあたって、

古坊滴吉様のご助力を得ました。感謝いたし
ます。

＊オープニング企画に出てくる風景写真は、小
金井市観光協会（撮影者：時枝修）様のご好
意により、提供を受けたものです。

＊カット写真「東京湾の夕日」は、サイト名「空
と海…繋がる世界（http：／／524select．com）」（撮

影者：小西雅哉）様のご好意により提供され
たものです。
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く小金井地区肝友会　結成30周年記念〉

≪開催要領≫

1．日　時：5月10日（日）12時開会（開場11：30）／3時閉会

2．会　場：国分寺駅南口CELEO8F Lホール

（JR国分寺駅南口、マルイが入っているビルの8Fの奥）

3．会　費：3000円（当日入り口にて受付）

4．参加者：当会会員および招待者

5．参加〆切：ご案内に同封の返信ハガキにて4月20日までに
（参加申し込みの後の予定変更については、できるだけ早急にご連絡ください）

≪式次第≫

1．12：00　開会オープニング企画（10分）

2．12：10　第1部　記念講演1（次ページ参照）

泉　並木先生「肝炎治療、この30年一残された課題は何か蠣」

3．12：45　第2部　謝恩懇親会（会食）

いく人かのゲストスピーチをまじえて、会食・懇談

14：00頃　小憩後、新開設の当会ホームページ公開

15：00　閉会

＊会食の料理は、中華バイキングを予定、若干の酒類の用意もあります。

料理は、同ビル9Fレストラン街の中華「華琳」より出前となります。
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く小金井地区肝友会　結成30周年記念〉

≦＊記念講演1＝肝炎治療、この30年
一残された課題は何か一

武蔵野赤十字病院　副院長

講　師：泉　並木先生
日　時：5月10日（日）12時10分

会　場：国分寺駅eE〔E己）8F Lホール 」．＼ふ

〈講師略歴〉

1978年3月東京医科歯科大学医学部卒業、5月東京医科歯科大学第二内科入局、86年

4月武蔵野赤十字病院内科副部長、95年1月同内科部長、97年10月同消化器科部長、

2003年2月近畿大学医学部客員教授、4月東京医科歯科大学医学部臨床教授・山梨大学

医学部非常勤講師併任、08年4月武蔵野赤十字病院　副院長。

＊この講演会は「謝恩懇親会」参加者のみに公開。内容は後日会報に掲載して紹介します。

〈講師略歴〉

平成元年　筑波大学医学専門学群卒業、同年　筑波大学附属病院医員（外科研修医）、平成

7年　筑波大学大学院博士課程医学研究科修了・博士（医学）、同年　日本学術振興会特別

研究員、平成9年　筑波大学臨床医学系講師・外科（消化器）、平成14年　横浜市立大学

医学部教授・臓器再生医学、平成15年～平成20年　理化学研究所　発生・再生科学総合

研究センター研究ユニットリーダー併任・臓器再生研究ユニット、平成15年～　横浜市

立大学大学院医学研究科教授・臓器再生医学（現職）。

＊会場予約の都合上、日時の確定が6月1日となります。会員の皆さまには、その後、改

めて詳細をお知らせいたします。
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小金井地区肝友会　　30年史略年表

（この略年表は、黒川清知氏作成の「25年史年表」に依拠して作成したものですが、追加分の記
述を含め、紙面の制約のため、剖愛せざるを得なかった事項が多々あったことをご容赦ください）

年次

1984

1986

′′

1987

11月、小金井市肝臓病患者の会準備会発足

「難病患者福祉手当支給請願」市議会に提出

4月、小金井肝炎友の会結成総会開催、初代会長　高橋由年／事務局長　杉田清子

6月、会報「小金井かんえんの友」第1号発行

7月、交流会「検査と日常管理」講師：小林義隆先生

5月、第2回総会　第2代会長光岡雅彦

10月、「市民まつり」初参加（以降、恒例の年次行事は掲載略）

12月、講演会「地域医療について」講師：西　三郎先生

轟こ芸芸事竿急性憲芸≡芸芸三豊」（芸慧慧雷は掲載略’

ク　等4月、第9回総会　会長代行　松永恒行

l　　故鈴木与曽蔵副会長夫人の寄付金で「与曽蔵基金」設立

1995

1996

呈…責

講演会「慢性肝炎・肝硬変・肝癌について　パートI」講師：橋本悦子先生

会報34号　創立10周年記念号発行

第10回総会　第3代会長　黒川清知／会名変更「小金井地区肝友会」へ

講演会「肝臓病治療の最新情報」講師：泉　並木先生

第11回総会記念講演「患者の悩みと期待に応えて」講師：高畠譲二氏

；；；；L…芸こ芸芸芸［孟孟孟諾ミ‡：干慧票荒野霊芝去…幡裕先生
4月、第13回総会記念講演「薬の正しい知識」講師：桑原亮吉先生

2月、講演会「肝硬変・肝がんにならないために」講師：熊田博光先生

2月、講演会「肝臓病の最新治療」講師：泉　並木先生

2002l2月、講演会「肝臓病の最新治療」講師‥島村善行先生

2003！2月、講演会「ウイルス肝炎の最新治療」講師：林　茂樹先生

200411月、創立20周年記念質問会「気がかりに答えます」回答者：日野邦彦先生

－6－



2005；1月、創立20周年記念祝賀会（国分寺駅ビル・Lサロン「飛鳥」にて）

2008

′′

2009

2月、東大名誉教授　織田敏次先生　訪問対談（訪問記、記念誌に掲載）

ク　　講演会「ウイルス性肝炎の治療の最前線」講師：斎藤英胤先生

11月、談話室にて、C型薬害肝炎訴訟・小松雅彦弁護士他の関係者と懇談

2月、講演会「ここまで進んだC型肝炎の治療」講師：飯野四郎先生

4月、第21回総会後の質問会に、神山俊典先生ご出席

2月、講演会「肝細胞がんに対する重粒子線治療」講師：加藤博敏先生

4月、第22回線会　第4代会長　小林与作

〃　質問会「肝臓病の食事療法」講師：星野博美・日野邦彦先生

6月、東京肝臓友の会、東京都より特定非営利活動法人（NPO）の認可を受ける

1月、新春交流会にて講演会「肝臓病の栄養と運動療法」講師：加藤眞三先生

ケ　東肝会事務局長　天野秀雄氏、肝がんのため急逝

11月、日肝協事務局長　高畠譲二氏、くも膜下出血にて急逝

12月、「肝炎対策基本法」、衆参両院にて全議員賛成で可決される

2010　■4月、25周年記念「肝炎療養自書」（監修加藤眞三先生）、「患者会活動25年」を刊行

2011　2月、講演会「肝炎と代替医療・健康食品」講師：加藤眞三先生

ク　　3月、小林与作会長、肺炎のため急逝、4月給会にて、後任に杉即育子会長を選任

ク　10月、講演会「C型慢性肝炎における肝外徴侯」講師：四柳　宏先生

2012　4月、講演会「私が診てきた肝炎患者の陶病人生」講師：泉　並木先生

ク；9月、講演会「肝臓を守る　食事と栄養のとり方」講師‥星野博美先生

2013 2月、講演会「肝硬変の代償期・非代償期を生きる」講師：日野邦彦先生

4月、定例総会にて、川田義広新会長選出、杉田は名誉会長へ

〃　講演会「いのちが最優先される社会の実現へ」講師：参院議員川田龍平先生

7月、「杉田さん、ご苦労様」の会開催、10月、小金井市長より「市民功労者」表彰

9月、勉強会「肝炎対策基本法の現状と課題」講師：天野聴子株

7月、講演会「新薬情報を患者視点から読み解く」講師：板倉　潤先生

9月、C型肝炎経口抗ウイルス2剤、ダタラタスビルとアスナプレビル、保険適用

5月、「結成30周年記念　謝恩懇親会」開催（国分寺駅セレオビル8F Lホール）

録避盛観感

－7－

等　2013年10月、小金井市制施
行55周年に、杉田清子名誉会
長が、永年の福祉活動への貢献
を功として、稲葉孝彦市長より
「市民功労者」表彰を受けました。
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小金井地区肝友会のホームページができました

30周年記念事業のひとつとして、ホームページを立ち上げました。

内容的にはまだまだこれからです。充実したホームページに育つよう、皆様のご協力を

お願いします。ホームページをご覧になって、ぜひご感想・ご意見をお寄せください。

くホームページの検索方法は2つ＞

①URLを入力する　⇒　http：／／www．kantomo7koganei．jimdo．com／

（彰検索サイトに言葉を入力する　⇒ 小金井、肝臓、助け合い

小金井地区肝友会ホームページを開設しました

皆様のご協力により、「小金井地区肝友会」のホームページをスタートすることができました。肝臓

病を克服するために、知っておきたい情報を迅速・正確にお届けできるよう努めます。

左上の人と人が肩を組んでいるマークをご篤くださしヽこのロゴマークにはr助け合いながら預張る

そIjというメッセージがこめられています。ホームページ開設にあたって、ロゴマークデザインの

専門家、」」OTJA deD旧SEWの小泉芳則さんがボランティアで制作してくださいまLb文字の

デザインも小泉さんの手によるものです。

会員やそのご素腹だけでなく、肝臓病で悩んでいるひとりでも多くの七人に活用していただけるホー

ムページをめざしてまいります。（事務局）

が傍観はここをチエ頑
お知らせ

⊂輌｝

＊サイトは公開当初のものです。

会の紹介

講演会と勉強会

最近の活動

今後の活動

知っておこう　こんな話題

大切なお知らせ

会報「かんえんの友l

投稿コーナー

入会妾内

お問合わせ

ホームページ制作にご協力いただき有難うございました。
・小金井市障害者福祉センター
・小泉　芳則さん　（LLOTJA deDISSENY）

・高柳　詔二さん　（JP什A公認パソコンインストラクター）

編集・発行人　小金井地区肝友会　〒184－0003小金井市緑町中17－16電話042－383－2024（杉田清子）

《連絡先（電話・FAX）》渡辺久美子042－384－1400／川田義広04－2944－8210／萩尾邦生0422－48－5386


